































































































































































































































































Royal du ６Mars 1990 relatifaux Comptes Consolides des Entreprises)に到達した。
これは，広範な企業にかかわる，連結財務諸表全体に関する規定を備えて
おり，本格的な連結会計基準となっている。ペルギーはここでもＥＵ指
令に積極的に対応しており，国際的な調和の面で他のＥＵ諸国の範とな
らんとしている5o）。
　国内にさまざまな事情（第４節で検討する）を抱えながらも，「べルギー
法をヨーロッパ法に完全に一致させる51）」というベルギーのスタンスは，
この連結国王今の成立によって，とにかく個別財務諸表から連結財務諸表
に至るすべての会計領域において貫かれたことになる。かくして，ここま
では，ＥＵ域内での国際的調和を念頭におくことで充分に他の国々からも
認められる状態にあったと言える。ここでの調和は，各国の国内規定によ
ってもたらされる財務諸表の「比較可能性(Comparability)」と「同等性
(Equivalence)」を目指したもの52）であって，「標準化」に重きを置くもの
の，各国の「特殊性を保留させ，各国の事情(Contexte national)を斟酌させ
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ることを可能にするはずの多数のオプションを含んだ53)｣指令に準拠して
いればよかったのである。
　しかしながら，次節での検討から明らかなように，資本調達の国際化に
伴って，①国際的な企業にとっては，ＥＵ指令を国内法化したルールを守
っているだけでは実際に対処することが困難な場面が増えてきていること，
さらには，②ＥＵ指令とIASには(若干の留保付ではあるものの)基本的に
大きな差が無いこと，などのために，ＥＵは全体として，可能な限りIAS
に従う方向に傾斜していくことになった。そしてそのような流れは，2000
年６月の欧州委員会の声明(Communication)54)に導いた。それによれば，
｢規制されている市場(regulated market)に上場しているすべてのＥＵの会
社55)は，遅くとも2005年から，自らの連結財務諸表を，ただひとつの会
計基準つまりIASに従って作成することを求められるべきである。EU
の資本市場で，続一のとれた高質の財務報告ルールを採用することは，全
般的な市場の能率を高め，それによって会社にとって資本コストを軽減す
ることになるであろう｣。
　ただし，ペルギーは，今日強行法規たる会計法を成立させているために，
それを尊重する中で対処する方法を選んだ。したがって手続き的には，
“Global Player56)”が, IASに従って連結財務諸表を作成する場合でも，
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同法弟15条を適用して，経済大臣の許可を受けるというかたちをとった
のである57）。「それゆえに，他の国々に比べて，べルギーのアプローチは
ずっと制約的であるように見える58）」ものとなった。
　さらに，欧州委員会の声明は，一方で中小企業ないし非上場企業の連結
財務諸表への，他方で個別財務諸表へのIASの適用の可能性を示唆して
いる（第4～5条）ので，べルギーもまたその点でどう対応すべきか，目下
のところC.N.C.を中心にして問題点を整理して，対応の方向を探って
いるところである。べルギーは，ＥＵ第４号指令の導入に際しても，中小
企業に対する免除のオプションを用いなかったという経緯がある。それは
標準化されたプラン・コンタブルを用いて財務情報を容易に統計的に処理
し，マクロ経済の運営にも役立てようとの思いが強く存在していることに
もよる。したがって，べルギーは基本的には，可能な限りすべての企業に
同一のルールを用いる方向で対応を図りたいという思いがあることが推定
される，ということだけを指摘するにとどめておきたい。
　1990年に連結国王命が出来上がった直後から，ＥＵにおける上のよう
な方向性が顕著になりつつあったので，べルギーでは，（1994年以降，企
業結合と連結会計・報告に関する重要な新しい会計基準を何も作らなかっ
た59）」。その結果，1990年代後半におけるベルギーの会計制度の変化は，
わずかに，1996年に「社会貸借対照表」が，４番目の財務諸表として加え
られたということぐらいである6o）。
　　（本稿は，成城大学教員特別研究助成による研究成果の一部である。）
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